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令和４年第５回三芳町議会定例会 一般質問通告書 

質問順序・質問者及び質問要旨 
順序 質問者 質問要旨 質  問  内  容 質問の相手 

１ 吉村美津子 １マイナンバー

制度の廃止を

求めることに

ついて 

 

 

 

 

２ゾーン３０プ

ラスを含む交

通安全対策の

推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

３熱中症対策を

どのように講

じていくのか 

 

 

 

 

 

 

 

４新型コロナウ

イルス感染症

対策 

 

 

１）情報漏えい等と国による管理化について 

①自治体事務の役割から国の管理化となる

ことについての考え方は 

②マイナンバーカードには、様々な情報が

入ることになるが、どう捉えるか 

③町は情報漏えい等の責任をどのようにと

るのか 

 

１）２０２１年の交通事故件数と状況につい

て 

２）事故件数や事故内容をどのように捉えて

いるか 

３）安全対策をどのように講じていくのか 

４）ゾーン３０プラスについて 

①ゾーン３０プラスをどのように捉えてい

るか 

②実施できる地点は 

③来年度予算ではどのように反映させてい

くか 

 

１）搬送者数は（年代別、室内・屋外） 

 

２）エアコン設置がされていない家庭はある

のか 

３）エアコン設置に補助金の創設は 

４）電気料金を心配し、利用を抑えてしまう

こともある。電気料金への補助策を講じ

るべきでは 

５）熱中症対策をどのように講じていくのか 

 

１）第７波になった要因をどのように捉えて

いるか 

 

２）人との接触を減らす努力をすべきでは 

３）保育所や学校など、子どもの集団生活に

はどのような対応を考えているのか 

４）ＰＣＲ検査や抗原検査キットで、定期的

に積極的に検査を行うべきではないか 

５）命を守るための今後の対策をどのように

町長 

住民課 

 

 

 

 

 

 

自治安心課 

 

 

 

道路交通課 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

自治安心課 

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

教育長 

健康増進課 

 

こども支援課 

学校教育課 

健康増進課 



 2 

講じていくのか 

２ 内藤美佐子 １がん対策の充

実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２道路行政につ

いて 

１）本町のがん検診受診率の状況をどのよう

に分析しているか 

２）更なる受診率向上への対策は 

３）全ての乳がん検診に個別検診導入につい

ての進捗は 

４）小児、ＡＹＡ世代のがん患者対策につい 

  て 

①サポートのための相談窓口はあるか 

②児童生徒のがん疾病等による入院中の教

育支援はどのように行われるか 

③児童生徒の退院後（自宅療養中）の教育

支援は 

④ＡＹＡ世代の利用可能な助成制度はある 

 か 

⑤小児、ＡＹＡ世代がん患者に在宅療養生

活支援は 

５）がん治療のアピアランスケアについて 

①抗がん剤の副作用で脱毛に悩む人が使う

ウイッグ（かつら）への購入費用に対す

る助成制度の創設は 

②乳がんの手術痕の形を整える下着などの

補正具の購入費用に対する助成制度の創

設は 

６）喉頭がん、下咽頭がん等で喉頭摘出手術

後の代用音声にシャント発声法がある

が、必要な医療器具は「身体障害者日常

生活用具」になっているか 

７）学校でのがん教育はどのように行ってい

るのか 

８）福祉講座等でがん経験者や専門医による

講演会の開催は 

  

１）幹線２０号線の整備について 

①川越街道との交差点でのこれまでの事故

の状況は 

②川越街道との交差点への定周期信号機等

の設置は 

③信号機設置に必要な要件は 

④川越街道から幹線５号線の道路拡幅整備 

 は 

⑤拡幅について関係地権者と協議は行った

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課 

 

 

 

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉課 

 

 

 

学校教育課 

 

健康増進課 

 

 

道路交通課 
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ことはあるか 

⑥役場周辺道路として早急に整備計画を策

定しては 

２）幹線６号線と幹線２１号線交差点の安全

対策について 

①信号機の設置は可能か 

②幹線６号線について、交差点から幹線２２

号線方面の一方通行の解消はできないか 

③交差点の安全確保のため幹線２１号線の

道線に合わせた拡幅が必要では 

 

町長 

 

道路交通課 

 

 

 

 

町長 

３ 山口 正史 １新型コロナウ

ィルス感染に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２国県補助金へ

１）第７波について 

  当町でも１日当たり７０人を越える感染

者が発生し、現時点では感染拡大はピー

クをむかえたようだが高止まりが続いて

いる。７月８月の現状について 

 ①救急搬送時に２時間以上待機させられた

ケースは何件生じたか 

 ②町内の発熱外来の状況は 

 ③感染者で、入院が必要な患者はスムース

に入院が出来ているのか 

 ④町では感染した自宅療養者又は自宅待機

者の希望者に食糧支援を行っているが、

支援した人数は。また予算上、何人分の

支援が残っているのか 

 ⑤県内で入院できず重症化している感染者

数は 

 ⑥県では５０歳未満や基礎疾患のない人に

抗原検査キットの配布を始めたが、高齢

者や基礎疾患がある人が対象にされ  

ていない理由は 

 ⑦県では高齢者支援型臨時施設を設置し、

搬送先が確定するまでの期間の臨時施設

として開設したが、感染した場合にも搬  

送先が決まらない状況がかなりあるのか 

 ⑧町内でパキロビッドを使用している医療

機関は 

２）今後も冬に向かい第８波の感染拡大の懸

念もある。町としても第８波に向けた対

策を事前に講じるべきと思うが何か方策

はあるのか 

 

１）藤久保地域拠点施設事業ついて、立地適

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

政策推進室 
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の対応につい

て 

正化計画を整備する条件で、大きな補助

金を得られることが判明し、あわてて立

地適正化計画を策定する事を決定した

が、基本計画策定時に、何故補助金を把

握していなかったのか 

２）町の体制について 

  補助金を利用する場合には、事業を策定

しその事業に適用される補助金を調査す

る場合と、補助金が準備されていること 

  を把握した後に、その補助金が適用され

る事業を新たに策定する場合の２通りが

あると思うが 

 ①事業策定後に適用される補助金はどこが

把握するのか 

 ②①の場合で漏れがないようにするための

体制は 

 ③国県補助金をトータルで把握しているの

はどこか 

 ④③の場合で、補助金が適用される事を確

認して事業策定を提言するのはどこか 

 ⑤公共交通の充実に適用される補助金は把

握されているのか。また、その内容は 

 ⑥小中学校の統廃合が公共施設マネジメン

ト基本計画に記載されているが、統廃合

及びスクールバス事業に適用される補助 

  金は把握しているか。また補助金に適用

期間はないのか 

 ⑦国県補助金を包括的に把握する部署の設

置が必要と思うが、設置することは考え

ていないのか 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 

 

 

 

 

政策推進室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課 

学校教育課 

 

 

 

町長 

政策推進室 

４ 桃園 典子 １庁舎内におけ

る来庁者の利

便性向上につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）視覚障がいのある方への配慮の状況につ

いて 

①点字ブロックの敷設状況 

ア 公共交通乗降場所からの点字ブロッ

クが南口玄関入口までで終了してい

る理由は 

イ 庁舎１階には点状ブロックのみ敷設

されているが線状ブロックも必要で

はないか 

  ウ エレベーターや階段等の危険箇所へ

は点状ブロックの敷設が必要ではな

いか 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２産後ケアとリ

トルベビーハ

ンドブックに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②視覚障がいがある方が来庁時に支援を必

要とされた場合はどの様に対応している

か 

③視覚障がいのある方への配慮として、庁

舎内の点字ブロックの敷設整備を進めて

はどうか 

２）障がい者優先駐車場について 

①駐車場と車椅子設置場所までの距離につ

いて支援が必要な場合どのように対応し

ているか 

②移動等の支援が必要な方の対応として駐

車場に「障がい者駐車場インターホン」

を設置してはどうか 

３）庁舎案内の情報量等について 

①南口玄関と北口玄関では庁舎案内の情報

量等に違いがあるがその要因は 

②南口玄関内の案内板や備品等の管理点検

等はどの様に行われているか 

③南口玄関の庁舎案内図が見やすくなるよ

う、設置方法の工夫や情報更新をしては

どうか 

４）埼玉県福祉のまちづくり条例について 

①条例に基づいた施設整備について、現在

の庁舎の現状をどの様に捉えているか 

②今後条例に基づき来庁者の利便性向上の

ために、施設内の整備について再点検し

てはどうか 

 

１）町内における低体重児出生の推移（過去

３年間） 

２）低体重児出産の母親への支援について 

①母親への産後ケアの内容は 

②母親への心理的ケアの重要性を鑑み、職

員のメンタルケアに関する研修の充実を

図ってはどうか 

③産後の母親への支援として、家事支援実

施機関との連携を深めてはどうか 

３）リトルベビーハンドブックについて 

①低体重児用の母子手帳であるリトルベビ

ーハンドブックについて町の認識は 

②低体重児出産の母親が安心できる支援を

目指し、リトルベビーハンドブックを作

福祉課 

 

 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 

 

 

福祉課 

 

 

 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

健康増進課 
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３女性相談の充

実について 

成し配布をしてはどうか  

 

１）女性相談について相談件数の推移（過去

３年間） 

２）困難女性支援法について 

①売春防止法から困難女性支援法という新

法制定となったが法改正に伴い、町の相

談体制に変更はあるか 

②困難女性の抱える問題と子どもの貧困対

策との関連性を鑑み女性相談の更なる充

実が必要と考えるがどうか 

３）女性相談の相談日等の拡充について 

①相談者が相談しやすい環境となるよう土

日や夜間など相談日の拡充をしてはどう

か 

②相談手段の選択肢を増やすためにオンラ

インでの相談を可能にしてはどうか 

 

 

総務課 

 

５ 細田 三恵 １ＬＧＢＴをめ

ぐる諸問題に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）ＬＧＢＴ(性的マイノリティー)について 

①昨今のＬＧＢＴへの風潮をどのように捉

えているか 

②現在のＬＧＢＴへの対応状況と今後の取

組みはどうか 

２）パートナーシップ制度について 

①当町のパートナーシップ制度の概要と実

績はどうか 

②導入したことによるメリットとデメリッ

トをどのように考えているか 

③導入している他自治体での問題発生の把

握は 

④埼玉県議会では「性の多様性を尊重した

社会づくり条例」が可決されたが、町へ

の影響は 

⑤ＬＧＢＴをめぐる諸問題に対する町長の

見解は 

３）中学校の男女統一型制服について 

  ①当町の３つの中学校の現状は 

  ②導入前の児童生徒・保護者へのアンケ

ート調査は、何を目的に行ったか 

  ③今後の課題は 

  ④制服が変わることでいじめに繋がって

しまった場合どう対処するか 

 

町長 

総務課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

学校教育課 
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２三芳町の農業

活性化につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３マイナンバー

カードについ

て 

１）肥料、飼料が高騰するなかでの農家の現

状について 

①肥料の急激な高騰は、町内の農家の方々

にどのように影響しているか 

②各農家の方々は、どのように対応、対策

されているか 

③「武蔵野落ち葉堆肥農法」を活かすこと

は出来ないか 

２）日本農業遺産認定事業「農業塾」は農業

者の推進と捉えているが、今後は何を目

指しているのか 

３）「農業塾」について 

①これまでの参加人数（町内・町外）は 

②参加者の参加目的について把握している 

 か 

③終了後は、就農等に繋がったか、或いは、

どの様なことに繋がっているか 

④実際に農業体験を重ねたいという方、或

いは、家庭菜園から始めたいという方へ

の対応は、どの様に対処しているか 

⑤「１日農業バイトアプリ」の活用の推進

をしてはどうか 

 

１）マイナンバーカードによる行政の効率化

で、住民票の取得サービス以後、カード

保有者にとって便利になったサービスは

何か 

２）給付金のオンライン申請にも見られたよ

うにマイナンバーの制度の目的の行政業

務の効率化とは逆に、マイナンバー活用

が行政サービスの非効率につながってい

る部分があると思うが、どの様に捉えて

いるか 

３）平成２７年１０月からマイナンバー制度

が導入されたが、行政としても業務負担

になっている。国に対して意見をあげる

ことは出来ないか 

観光産業課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民課 

６ 菊地 浩二 １各地区の集会

所の修繕・建

替、集約化につ

いて 

 

１）町内にある集会所は住民の皆さんの交流

の場として広く利用されているが、計画

的な修繕がなされていないために経年劣

化が激しく、利用に支障を来している。

早急な対応が必要だが、まず集会所の集

自治安心課 
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２新型コロナ感

染症と三芳町

行政について 

 

約化はどのように進んでいるか 

２）集約化が進んでいなくても建物の経年劣

化はどんどん進んでいく。集約が決定す

るまで町はどのように対応するか 

３）必要な修繕がなされていない集会所があ

るが、認識は 

４）各区から要望がある修繕を行うとどれく

らいの予算が必要か 

５）なぜ集会所の修繕は進まないのか 

６）次に建替を予定している集会所はどこか 

７）今後の集会所の修繕・建替は脱炭素を意

識することとなるが、地域間の不公平感

をなくすこともあわせて、どのようにす

すめていくか 

 

１）感染拡大に歯止めをかけ、医療機関の負

担を軽減するため、ＢＡ．５対策強化宣

言に基づき、協力を要請します。」と埼玉

県より令和４年８月４日から８月３１日

まで埼玉県全域に要請があった。 

①この間、町ではどのような対応・対策を

したか 

②事業継続の観点から在宅勤務の活用等に

よる出勤者数の削減目標を前倒しでの設

定や時差出勤、オフィス等における密度

の緩和など要請されていたが、町（役場

内・役場外）ではどのように対応したか 

③重症化リスクのある労働者等への配慮は

されたか 

④ＢＡ．５対策強化宣言は町内でどのよう

な効果があったと認識しているか 

２）コロナワクチン接種行政について 

①町では４回目の接種がスムーズに進んで

いるが、その一方で町ＨＰのワクチン接

種状況など更新が止まっている情報も多

い。最新の情報に更新すべきでは 

 ②政府広報では岸田総理が「ワクチン 3回

目接種 若い世代の皆さんに重ねてお願

い」という動画を７月１８日(月)に公開

した。第７波において町では３回目接種

率の低い若い世代への接種の呼びかけは

どのように行われたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

総務課 

 

 

 

 

 

 

町長 

健康増進課 

健康増進課 

秘書広報室 

 

 

 

健康増進課 
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３）「コロナ感染症によりこれまで数多くの三

芳町を代表するイベントが中止されてき

た。令和４年度において下記イベントの

開催についてどのように検討してきたか

（中止の決定に至るまでの会議の内容、

中止決定の時期、中止による影響、住民

への周知の方法、今後開催するための要

件など） 

①子どもフェスティバル 

②みよしまつり 

③町民体育祭 

 

④産業祭 

４）上記イベントとは別に、これまで行って

きたイベントでコロナ感染症の影響で今

後は廃止、もしくは大きく変更すること

を検討するイベントはあるか 

社会教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治安心課 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ

推進課 

観光産業課 

秘書広報室 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ

推進課 

 

７ 林 善美 １新型コロナウ

ィルス感染後

の対応につい

て 

 

２暑さ対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３建築関係法令

１）感染者相談窓口の相談件数は 

２）相談内容は 

３）療養体制の周知を分かりやすくしてはど

うか 

 

１）小中学校について 

①熱中症と思われる症状で体調を崩した児

童・生徒数は 

②人数が最も多かった時期は 

③体調不良となった児童生徒への対処法は 

④熱中症となる児童生徒を減らすために行

っていることはあるか 

⑤熱中症計の整備状況は 

⑥熱中症対策ガイドラインの作成を検討し

てはどうか 

２）令和の森レクリエーション公園について 

①グラウンドの利用状況は（過去３年間） 

②利用者・利用団体からの声は 

③近隣住民からの声は 

④現状は日差しを遮るものがない。町とし

ては現状をどう考えるか 

⑤日よけのためのベンチを設置してはどう 

 か 

 

１）建築物省エネ法について 

町長 

健康増進課 

 

 

 

教育長 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画課 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 
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の動きについ

て 

①「２０５０年カーボンニュートラル」の

実現に向けて２０３０年までに目指すべ

き姿として、一次エネルギー消費量の省

エネ基準に対する具体的な数値目標は 

②公共施設整備の中で考慮すべき点は 

③現在の三芳町公共施設マネジメント計画

にはＺＥＢ化は盛り込まれていない。５

年ごとの見直しの中で盛り込むべきでは

ないか 

２）屋根瓦の緊結方法の強化について 

①令和４年１月１日に建築物の瓦屋根に係

る基準が改正された。町の認識は 

②過去に瓦屋根がはがれる被害はあったか 

③町では耐風診断を行っているか 

④屋根瓦の耐風診断への補助は行っている 

 か 

⑤屋根瓦の耐風改修工事への補助を行って

はどうか 

⑥今後考えられる対応は 

環境課 

 

 

 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 

 

 

 

 

都市計画課 

 

 

自治安心課 

都市計画課 

８ 久保 健二 １スケートボー

ド滑走エリア

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２小・中学校のプ

ール授業につ

いて 

 

 

 

 

１）８月に庁舎敷地内の一部を滑走可能エリ

アとして試行的に開放したが、その経緯

と理由は 

２）夏休み期間中、８月に週末（計６日）開

放して見えた課題、問題点について 

 ①滑走エリア解放後、開放を認めた担当課、

利用者の愛好会から挙げられた課題、問

題点は（課題、問題点ごと） 

②今後の愛好家の方たちの滑走エリアの開

放はどのように考えているのか 

 ③今後、愛好会として団体登録をする場合、

どのようなことが条件として必要なのか 

④パーク、滑走が出来る場所の候補地とし

て建設、利活用を含め町内で考えられる

場所は 

 

１）藤久保小学校プール解体後のプール授業

について 

①藤久保小学校のプールを令和６年解体、

その後プールの建設は行わない予定だ

が、令和６年度以降のプールの授業はど

のように行っていくのか 

② 他、町内小・中７校のプール授業はどの

町長 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ

推進課 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 

 

 

 

町長 

教育長 

教育総務課 

学校教育課 
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３家屋の揺れ問

題について 

 

 

 

 

 

 

 

４行政連絡区の

運営事情につ

いて 

 

 

 

ように行っていく予定なのか 

２）学校プールの維持管理費と民間の施設を

利用した場合の費用は 

３）以前積算されていた民間施設利用の費用

から、今現在どの程度高騰することが予

想されるか 

４）児童生徒、町民が年間通して利用出来る

全天候型のプールの建設を検討してはど

うか 

 

１）行政に相談があった地域及び内容や件数 

  は 

２）揺れの問題の相談を受け、どのような対

応を取ったのか 

①揺れの原因はどのようなことが考えられ

るのか 

②揺れ問題に対し、今後改善に向けての計

画は 

 

１）減少している行政区の世帯数は（３年前

との推移等） 

２）区を抜ける世帯が増加していることに対

し、どのように捉え感じているのか 

３）町が考える区離れに対する打開策は 

４）行政評価制度について 

①関連項目に於いて、内部評価点に対し外

部評価点が低かったことを、どのように

捉えているのか 

②関連項目（行政連絡区支援事業・コミュ

ニティ活動支援要請事業）に於いての「外

部評価委員会での主な意見」について 

ア 行政連絡区支援事業・コミュニティ

活動支援要請事業の項目で出された

意見に対し、どのような協議をした

のか（出された意見ごと） 

イ アドバイスをもとに今後町ではどの

ような対応を考えているのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

道路交通課 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

自治安心課 

９ 鈴木 淳 １各種計画につ

いて 

 

 

 

１）立地適正化計画について 

①第６次総合計画との内容のすり合わせは

どのように行っていくのか 

②総合計画、都市計画マスタープラン等の

重要計画に対して、本計画の立ち位置は 

都市計画課 
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③今回の計画ではどの程度の将来見通しま

で出すのか（人口、財政など） 

④主にみずほ台駅を利用する地域では人口

が集中している地区の多くが工業地域に

指定されている。実際に工場も多くある

が、居住誘導区域としての指定は可能な

のか 

⑤他自治体ではこの計画に沿って大型商 

業施設がオープンするなどの実績が出て

いるが、新たな都市機能の誘導を期待し

ているか 

⑥居住誘導区域に指定できない市街化調整

区域の各地域核に公共インフラや施設を

新設することは立地適正化計画の効果と

は相反する。どう考えていくか 

⑦面積の狭い三芳町ではある程度コンパク

トシティが構成されていると考えられる

が、居住誘導区域に指定されることが予

想される人口集中地区が隣接する富士見

市、ふじみ野市との調整はどう行うのか 

⑧計画作成の背景として「公共交通を軸と

した持続可能な都市経営を可能とする集

約型都市構造の形成の必要性⇒「コンパ

クトシティ・プラス・ネットワーク」の

まちづくり」とあるが、公共交通につい

てはどの程度踏み込んだ計画となるのか 

２）地域公共交通計画について 

①地域公共交通のマスタープランとしての

役割が期待される「地域公共交通計画」

だが、町としてその必要性をどう考える

か 

②過去の答弁では「必要に応じて計画の策

定を検討する」とのことだったが、検討

しているのか 

③ライフバスの路線再編はひとまず完了し

たが、便数減という利便性の低下も起き

ている。今後の町の考えは 

④藤久保地域拠点施設への交通手段の検討

状況は 

３）小中学校の学校再編計画について 

①三芳町小中学校適正規模適正配置検討委

員会は町内全小中学校の再編（維持）が

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政策推進室 

 

 

 

 

 

政策推進室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

学校教育課 
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２交通安全対策

について 

 

 

 

 

対象か 

②公共施設マネジメント基本計画に記載さ

れている上富小学校の統廃合が喫緊の課

題になるのか 

③保護者に行ったアンケート結果と町の方

向性について、どう考えたか（複数クラ

ス確保のために統廃合はやむを得ない、

小規模校を維持していきたい、など） 

④竹間沢地区では大型マンションの建設も

予定されており、人口動態に変化が起こ

ることが予想される。考慮していくのか 

⑤住民への説明会の予定は 

⑥統廃合が実施された際にはスクールバス

の運行も視野に入れているのか 

 

１）幹線１７号線の鉄柱について 

①設置後の接触等の事故数は落ち着いてき

たか 

②町への苦情は無いのか 

③７月初めにグリーンベルトにかぶさるよ

うに倒れていた鉄柱の修繕に一か月ほど

かかっていたが、傾いた鉄柱の修繕の手

順は 

④前回質問後も多くの住民から電話や口頭

で改善の要望がある。対応する考えはあ

るか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路交通課 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

１０ 本名 洋 １部活動の地域

移行について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２パートナーシ

ップ宣誓制度

１）部活動の目的・意義は 

２）部活動の地域移行の目的は 

３）地域移行計画の進捗状況は 

４）地域移行協議会のメンバー構成は 

５）教職員の意見は 

６）保護者の意見は 

７）生徒の意見は 

８）地域移行後の体制について 

①部活動指導員の確保はできているのか 

②財源の確保はできているのか 

③保護者の負担は 

９）生徒が部活動に参加する権利は保障され

るか 

 

１）「埼玉県性の多様性を尊重した社会づくり

条例」制定による今後の本町における施

教育長 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

総務課 



 14 

その後につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３町の公共交通

について 

策の展開は 

２）三芳町パートナーシップ宣誓制度につい 

  て 

①評価は 

②課題は 

③企業などへの周知・啓発は進んだか 

④具体的協力は得られたか 

⑤近隣自治体との連携は 

３）ＬＧＢＴ支援の今後の方針は 

４）パートナーシップ宣誓制度のファミリー

シップ制度への発展は 

 

１）公共交通利用状況アンケートの進捗状況 

  は 

２）「三芳町交通ビジョン」について 

①これまでの評価は 

②今後の予定は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

政策推進室 

１１ 増田 磨美 １わかりやすい

住居表示を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２高齢者が住み

やすい町に 

 

 

１）住居表示について 

①県内の人口３万人以上の町の住居表示実

施状況 

  ア 入間郡毛呂山町、越生町の状況は 

  イ 三芳町の現状は 

②住居表示に関する町総合計画の中での変

遷は 

③なぜ具体化されなかったのか 

④住居表示の目的と意義は 

⑤現在の町の住所の「地番」での表示では

問題があると思うがどう捉えているか 

⑥住居表示はわかりやすく、訪ねやすい町

づくりは利便性だけでなく住民生活にも

寄与することになるのでは 

⑦法的根拠について 

⑧第５次総合計画で調査研究を進めるとあ

るが進捗状況は 

⑨住居表示についての審議会などを立ち会

上げ年次計画を作り実施に向けて動いて

はどうか 

 

１）高齢者が安心して長く住める町にするた

めに何が求められているか 

①老々介護について 

  ア 老々介護・認認介護世帯の不安軽減

町長 

政策推進室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

福祉課 
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３藤久保地域拠

点施設整備等

事業について 

 

のためには何が必要か 

  イ 早期発見と対応にあたれるのは 

②令和３年地域ケア会議のケアマネジャー

参加体制は 

③阻害要因に対するケアマネジャーの対応 

 は 

④阻害要因に対しケアマネジャーが行うチ

ェックについて 

⑤ケアプランのサービス内容につなげるた

めには 

⑥地域包括支援センターの今後の周知方法 

 は 

⑦認知症サポートセンターの役割は 

⑧共生社会を考えるうえでの居場所作りを

どう考えていくか 

⑨高齢者が安心して長く住める町にするた

めに何が求められているか 

 

１）藤久保地域拠点施設整備等事業の進捗状

況について 

①進捗状況は 

②公告後事業希望者からの反応は 

③広場には木陰が必要では 

 

 

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉課 

 

町長 

 

 

町長 

施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課 

１２ 井田 和宏 １これまでの４

年間の町政運

営について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）町長マニフェスト「みよし未来創造プラ

ン」について 

①「未来創造プラン」のそれぞれの宣言に

ついてはどのように評価したのか。もし

くは、これまでの評価方法との違いはあ

るのか 

②「未来創造プラン３２の宣言」の平成３

０年度/令和元年度の達成率は全体で６

３％としているが、令和４年度の達成見

込みを含めるとどのくらいになるのか 

③コロナ禍において事業等の中止があり、

その評価については難しいところはある

と思うが、達成率が低かったところはあ

るのか 

④「私の決意」に、「この節目の時に、何を

Ｃｈａｎｇｅし、どこにＣｈａｎｃｅを

見いだし、いかに果敢にＣｈａｌｌｅｎ

ｇｅできるか」とある。町長自身として

は、この４年間の町政運営の中で、何を

町長 

政策推進室 
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２家庭教育支援

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変えて、どこに好機を見いだし、どのよ

うに挑戦してきたのか 

２）第５次総合計画の進捗について 

①令和２年度からスタートした後期基本計

画の進捗についてはどのように捉えてい

るのか 

②重点プロジェクトを設置するなど、これ

まで以上に「選択と集中」に基づく政策

を進めてきたが、その方向性や効果をど

のように捉えているのか 

③第５次総合計画は令和５年度に終了する

が、全体としてはどのような評価か 

３）喫緊の課題として行財政改革に取組んで

きた。その成果も表れていると考えるが、

三芳町の財政の体質を含め今の財政状況

をどのように捉えているのか 

４）町長マニフェストと総合計画がまちづく

りの柱ではあるが、社会情勢や様々な変

化にスピード感を持って、柔軟に対応す

ることも必要であると考えるが、４年間

を振り返ってどのように感じているか 

５）これまで取り組んできた施策や事業の成

果が表れているが、成果が表れ始めるま

でにもう少し時間がかかるものある。ま

た取り組まなければならない大きな課題

もある。町長の任期も令和５年１月で満

了になるが、その後についてはどのよう

考えているのか 

 

１）これまでどのような活動を行ってきてい

るのか 

２）家庭の教育力が低下していると感じるこ

とはあるのか、あるとすればどのような

点か 

３）コロナ禍ではあったが、その活動や役割

は維持できているのか 

４）三芳町家庭教育宣言を制定したが、制定

の経緯は 

５）三芳町家庭教育宣言策定の最も重要な目

的は何か 

６）宣言を策定することによって、今後の事

業に変化はあるのか、今後の事業につい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政デジタル

推進課 

 

 

政策推進室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

社会教育課 
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３青少年健全育

成活動の推進

について 

て伺う 

７）家庭教育支援計画策定の見解は 

 

１）子どもたちの成長のためには、様々な体

験が必要であると考える。これまでのど

のような体験活動を行っているのか 

２）その中で成果と課題をどのように捉えて

いるのか 

３）行っている活動の中で、子どもたちの声

が反映され、子どもたちが自主的に体験

できる場があるのか 

４）子ども体験活動支援センターについて 

①みよし子ども探検隊の開催内容は 

②その他の取組みは 

５）子ども大学について 

①主催は実行委員会であるが、内容につい

てはどのように決定されるのか 

②応募状況はどのようなものか 

６）どのような人、もしくは団体が子どもた

ちの体験活動を支えているのか 

７）子どもたちが体験できる事業の一元管理

し、情報発信はできないか 

８）子どもたちの体験活動を支える人や団体

の協議会を作ってはどうか 

９）緑豊かな三芳町には、体験できる場や素

材が多くあり、多くの人の協力や連携を

得ながら、青少年健全育成活動を進めて

いく必要があると考えるが、町の方向性

を伺う。 

 

 

 

教育長 

社会教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館 

 

 

 

社会教育課 

１３ 細谷 光弘 １三芳町の将来

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）三芳町の人口ビジョンについて 

①進捗状況は 

②令和４年から令和１０年までの人口推移

予想は 

③令和２０年の当町の人口予想は 

④平成２８年３月の（三芳町ひと・しごと

創生）人口ビジョンとの相違点は 

⑤竹間沢のパン工場跡地の開発予定につい 

 て 

ア 開発の内容は 

イ 開発により増加する予想人口は 

ウ 竹間沢小学校への影響と対策は 

エ 開発業者との事前協議での町の要望 

町長 

政策推進室 

 

 

 

 

 

都市計画課 

 

 

 

教育総務課 

都市計画課 
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２抗原定性検査

キットについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

  は 

２）町独自での住宅地開発の推進についての

考えは 

３）企業誘致とそこで働く人への町への定住

化策はあるか 

４）令和４年以前の５年間の出生率の変化は 

５）若い世代の結婚・妊娠出産・子育ての希

望を叶える施策は 

６）町の幹線道路について 

 ①町内の幹線道路で、ガードレールや歩車

境界ブロック等も無い所は、何路線ある

のか 

 ②歩道の整備・未整備箇所による危険度の

差について町はどう考えるか 

 ③幹線２２号線の川越街道から、みずほ台

駅に向かう道路の歩道は、いつ整備する

予定か 

 ④幹線２２号線の防犯灯等が少なく、通行

人が見えなくて危ないという意見がある

がどう考えるか 

 ⑤幹線２３号線の歩道整備について町の考

えは 

７）農業振興地域整備計画策定にあたり、企

業立地促進指定エリア周辺の農用地区域

(青地農地)の解除についての考えは 

８）立地適正化計画の中で、企業立地促進指

定エリアの土地利用規制などは、どの様

に考えて行くか 

９）立地適正化計画の中で、通西地区の工業

系の土地利用についてどの様に進めて行

くか 

 

１）三芳町における埼玉県抗原検査キットの

市町村無料配布事業の内容は 

２）町が独自で保有している抗原検査キット

の数は 

３）申込出来る日が、なぜ月曜と木曜日限定

だったのか 

４）５０歳以上への有症状者や濃厚接触者に

対しても検査キットの配布をすべきでは

ないか 

５）避難所用に、確保されている抗原検査キ

 

 

 

政策推進室 

 

住民課 

政策推進室 

 

道路交通課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光産業課 

 

 

都市計画課 

 

 

 

 

 

 

町長 

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

 

健康増進課 
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ットは 

６）小中学校に常備されている抗原検査キッ

トは 

７）市町村無料配布事業終了後、町独自で配

布を続ける事は考えているか 

自治安心課 

学校教育課 

 

健康増進課 

 


